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〈研究 目的〉

 レパ ー トリー制 のバ レエ 団 におい てテ クス ト

(舞踊譜)な しでバ レエ の作 品が再現 ・上演 され

る とき、その反復 はいかなる差異 を生 むのか、 ま

たその差異 は作品 の同一性 、作品 の上演権 ・著作

権 、あるいは作 品の本 質の伝承、 といった観点 か

らみ て どのよ うな問題 をは らむのか を明 らかにす

る。

<研 究対象>

 パ リ国立 オペ ラ座バ レエ団(以 下、 オペ ラ座バ

レエ団 と略)の レパ ー トリーが考察の対象 となる。

このカ ンパ ニーは、ロマ ンチ ック ・バ レエ か ら今

日の振付家 の作品 まで 、幅広 い レパ ー トリーを擁

す るが 、振付家 を芸術監督 として迎 えてい ない た

めに抱 える問題 も少 な くない。 フランクフル ト・

バ レエ団(ウ ィリアム ・フ ォーサ イス)や ブ ッパ

タール舞踊団(ピ ナ ・バ ウシュ)の ように、振付

家 自身が芸術監督 を務めてい るカンパニ ーの例 と

比較 しつつ、作品の伝承 と保存 について考察す る。

〈研究結果及び考察〉

 「レパー トリー」について

 新 プチ ・ロベー ル(1993年)の 定義 によれば、

レパ ー トリー(r6pertoire)と は 「劇場 の基盤 とな

り、再演 しうるような戯 曲、作品の リス ト」であ

る。従 って、本来 ならばいつで も再演 ・上演可能

な作品であ るべ きなのだが、 オペ ラ座バ レエ団の

レパー トリー に入 って も、実際 には上演権の期 限

が切れてい るもの もあ る。例 えば、1997年6月 に

オペ ラ座バ レエ団の レパー トリー に入 った ピナ ・

バ ウシュの 『春の祭典』の上演権は5年 間 に限定

されてお り、以降は レパー トリー に含 まれてはい

て も、上演権が な くなる。つ ま り、 オペ ラ座バ レ

エ団の レパー トリーが幅広い、 とはい って も、実

際 に上演可能な演 目は十年二十年 とい う時が経つ

に連れて次 々に入れ替わるのだ。

 レパー トリー制のバ レエ団にお ける 「作品」

 と ころで、佐 々木健一が 『作品の哲 学』や 『美

学辞典』で繰 り返 し取 りあげてい るとお り、芸術

作品の概 念や 自立性 は、物 的実在が確 と してあ る

造形美術 や、楽譜 とい う拠 り所 を持つ音楽 とい っ

た分野 においてす ら自明の ものでは な く、 また、

それ について論 じられ るようになったの も近年の

ことであ る。 さらに、 ジ ョン ・ケー ジのパ フオー

マ ンスの概念や、 ロラン ・バ ル トのテ クス トの概

念、そ して ウンベ ル ト・エーコの 「開かれた作 品」

の概念 など、今 日で は十九世紀的 な 「作品」 とい

う概念 には様 々な揺 さぶ りが かけ られている。

 しか しなが ら、 レパ ー トリー制 のバ レエ 団の場

合、その 「レパ ー トリー」 の中に入るこ とが で き

るのは、まさにこ うした 「開かれた作 品」 として

あるべ き二十世紀 の芸術 の姿 か らはかけ離 れた、

固着 した 「作 品」 だけなのである。 これが レパ ー

トリー制 のバ レエ団の大 きな問題点 である。

 反 復 において最 も重要 な本質 とは何 か

 解 釈 は作 品を構成す る不可欠の要素 だ と考 え、

作 品を 「志 向的対 象」 と規定 したイ ンガルデンの

概念 をあげる まで もな く、パ リの観客の多 くは、

同 じ作 品で も配役 によってその解釈や現れが大 き

く異 なるこ とを知 って いる。ただ し、「作 品」 と

して一旦固定化 した振付 は、勝手 にバ レエ団で改

編 ・改 ざん した りはで きないか ら、 テクス トが不

在 で もレパ ー トリー化 され るこ とによって、「振

付」の部分 は、忠実 に保存 され ることになる。

 しか し、「振付」 は作品 の基盤 とはな って も作

品の本 質その もので はないか ら、 レパ ー トリー化

によって作品の保存 と伝承が完全 に保証 されるわ

けで はない。 と りわ けピナ ・バ ウシュや フォーサ

イスの作品 は、本来 ならば微細 なものか ら構造上

の大 きな変更 まで、上演毎の様 々な調整が前提 と

なってい る。彼 らの作品は もともと、作品 を固定

化 させて反復上演す る、 とい う 「レパー トリー」・

の制度 とは相いれ ない存在であ る。・

 即 興 に重 きをおいた フォーサ イスの作 品では上

演毎 に振付 上の大 きな差異が生 じているか ら、-. 

見 、 作品の同一性 が脅か されている ようだが、振

付や作品構成 の技 法その ものが常 に振付 家本 人に

よって管理、監督 されているので、表面的な差異

は作品の本質 をい ささか も侵 さない。一方 、オペ

ラ座バ レエ団は振付 は遵守するが、振付 家の監督

下 にない作品は、初演時の生彩 を徐 々 に失 う。

 レパー トリー化 によって振付 が的確 に保存 され

る反面、 こう した弊害 もあ ることをオペ ラ座バ レ

エ団が 自覚 しているか らこそ、毎年必 ず新作 を創

作 ・上演 して、形骸 化 した作品の反復上演 に陥 ら

ない ようレパー トリー を構成 しているのである。
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